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２０１１年　２月５日　　　　作成責任及び文責　古畑　等


　　　　　　　　　　　　　





団ＨＰ記事から


演奏会としては今年初聴きとなる富田林市少年少女合唱団の演奏会。昨秋のコ－ラスフェスティバルで聴かせていただいた「ビビディ・バビディ・ブ－」「ゆめいっぱい」「君の瞳に恋してる」を含め、さわやかで元気いっぱいの、時にほほえましい演奏。とんだばやし混声のメンバ－とともに、楽しい音楽の時を過ごさせていただきました。ありがとう。そして出演されたみなさんお疲れ様。シニアのステ－ジも素敵でした。コ－ラスフェスティバルでの「心の瞳」「予感」はもちろん、振付・アクションありの「銀河鉄道999」がとても恰好いい演奏でした。ミュ－ジカル・ファンタジ－「白雪姫と七人の小人たち」を指揮された山崎さん、ご苦労様でした。楽しませていただきました。白雪姫が食べた毒入りの赤いリンゴが、指揮をしている山崎さんの足もとにコロコロところがっていったとき、思わず山崎さんも拾って食べたら演出効果満点！・・・などと思ったしだい。（余計なこと考えてゴメン！）2回の休憩をはさんで迎えた最終ステ－ジ、少年少女のための合唱組曲「雲雀の歌」（門倉&#35399;作詞／吉岡弘行作曲）。春のこども／約束／この星の名前は地球／生きる／世界へその中で、特に耳に残ったのが「この星の名前は地球」です。


♪　この星の名前は地球　流れる川や山や森や　生きるものすべての命　育みつづけるふるさと　たとえ国は違っても　争いあ


って何が生まれる　　いいこと何一つない　この星に戦争は似合わない　かけがえのない命の地球　この星の名前は地球　　　


＜地球の未来を託された21世紀を生きる子どもたちへのメッセージ。歌う人、聴く人に「大切なものは何？」と問いかける曲＞楽譜出版社のHPには、こんな楽曲解説が書かれていました。今年「葉っぱのフレディ」を一緒に歌うことと、どこかでつながっているように感じて、心からの拍手を送りました。団結成の1964年といえば、私はまだ小学生（ちょうど少年少女のメンバ－と同じ年頃）、白黒テレビでNHKの番組「みんなの歌」を見て楽しんでいた頃です。その頃に誕生し、今私たちが富田林の地で歌える母体となった少年少女合唱団。「感謝」とともに「よろしく！」との思いを抱きながら、すばるホ－ルを後にしました。（Ｔ：おかだ）

















シャンテ担当者古畑　等から：皆さんの原稿をお願いします。


※団ホームページ　団員専用コーナーへは次のID番号でお入りください。　→　


























　ハッピーバースディ！２月は当団結成１６年目です。演奏会は１回ぬけてこの６月が第１５回記念演奏会です。１回ぬけたわけは、もう皆さんご承知ですね。本来第１３回をやるべき２００９年は、「東京混声合唱団（坂の上の雲）」が我らの所まで降りてきてくれた１回目の、当団始めてのすばらしい協演があったのです。大きな衝撃であり、その試練を超え、さらに翌年の２回目東混協演までもやり遂げることで団の実力が大きく向上しました。それというのも貞松先生はじめ先生方のお力と岡団長ならびに役員さん達、団全員の皆さんの熱意の賜物と感謝しています。今後もよろしくお願いします。














１月８日（土）和田先生のＶＴ。まず「我慢」の練習パート１。鼻の片方で息を吸い鼻をつまんで２０カウント保持。それからゆっくり鼻から呼気を出す。これを三回やったらへとへとです。次はいつものＢＲＲＲＲの上昇下降。声帯の訓練です。三番目は腕回し発声でした。両腕を前から後ろへと（逆はいけません！）回しながらドミソラソミドの音階を「オオオ」でやりますと、驚くほど明るい軽い声で高い音が出せます。カデンツと言う和音進行の発声、我慢の訓練パート２で「ＦＦを出せる体の構えでｐｐを出す練習」など、多彩にやってくださいました。


　練習は、まず四パートそれぞれに発声音取りなどこれまでの曲の確かめをやり、後半は男声・女声別に「唱歌の四季」を中心にやりました。テノールは福井雅志先生が「フニクリフニクラ」で声の保ち方、音色について指導をしてくださいました。


　アンサンブルは臨時で福井雅志先生がまとめてくださいました。そのきびきびしたご指導はいつも元気をもらえます。


１月１５日（土）わあ！イケメン男子軍団乱入！実は少年少女団のシニアさんたち。むろん清純可憐な乙女達もご来場。十六日の演奏会のＰＲでした。


　さて竹岸先生のＶＴではいつものような体勢作りの後、音階発声、そしてハミングでＰＰのアップダウン。これは響きを保つ我慢の訓練になります。


　練習曲は「葉っぱのフレディ」。まずＰ練で音の確かめをやり、貞松先生の元にアンサンブル。さあ先生の本領発揮、ここから貞松マジックが冴えはじめます。


「１春、２夏、３秋、それから終曲６やがて春」に取り組みました。音が次第にはまってきますと先生からの指示が細かくなります。


「春の出だしはマイナー（短調）ですが、その中で明るい春を歌ってください。」つまり短調の出だしは後半で長調に変わるのでその予感を持つことだそうです。


「夏の出だしはぶつける感じで大きな木にと歌っていいです。夏、夏、夏も押し気味に。」「Ｐ８の夏はきれいなテヌートで。その下のフレディは分厚く。」


「秋は、ハミングはレガートで最後は音を抜くように。」「テノールさん、ひんやり秋は金属的（あまり情感的でない）に。」「黄色・赤・ムラサキを声の色で表してみよう。」など、先生は声の質についての注文をどんどん出されます。すると、三善晃音楽の雰囲気が姿を見せ始めたではありませんか。先生の注文の中身が難しくなってきたのは、俺達うまくなってきたのかも？？！！。


「子ども達にはいい合唱を聴かせてあげて、大人の合唱団っていいなあと思ってもらえるように歌いましょう。」といつも先生は言われています。さあ、音がきまり和音やリズムがはまってくると、歌詞のフレーズの表現に意識を回せます。そのためにはまず暗譜。とにかくがんばってみましょう。


１月２９日(土)かがりホールにて


　和田先生のＶＴ。先生は６時には来場されて、女声の個別ＶＴをやってくださっています。いつものＢＲＲＲＲの上昇下降。声帯の訓練です。「あおいそら」と歌って声の色を明るくする練習、ＦＦを出せる体の構えでｐｐを出す練習でした。


　練習曲は３０分のＰ練で「唱歌の四季・葉っぱのフレディの５・６番」の音確認の後、アンサンブル。ダブルピアノ（道下貴子さん・井関先生）のサウンドで歌いました。先生はメロディラインを受け持つ部分のパートが浮き出るように再三音量などを指示されました。




















